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■
第
１
回
準
備
会平

成
18
年
11
月
２
日

議
題
１

役
員
の
選
出
に
つ
い
て

会
　
長
　
一
宮
町
長
　
近
藤
　
直
　

副
会
長
　
長
南
町
長
　
藤
見
昌
弘

議
題
２

（
仮
称
）合
併
基
本
構
想
素
案
に
つ
い
て

準
備
会
に
お
い
て
、
主
な
協
議
事
項
に

つ
い
て
調
整
協
議
し
「（
仮
称
）
合
併
基
本

構
想
素
案
」
を
取
り
ま
と
め
、
住
民
に
新

市
の
姿
の
骨
格
を
示
す
。（
基
本
的
調
整
方

針
な
ど
７
項
目
）

■
第
２
回
準
備
会平

成
18
年
11
月
30
日

議
題
１

基
本
的
調
整
方
針

（
長
生
郡
市
合
併
の
理
念
）

①
こ
の
合
併
は
、
住
民
の
た
め
の
合
併
で

あ
る
こ
と
を
改
め
て
銘
記
す
る
。

②
こ
の
合
併
は
、
茂
原
市
を
中
心
と
し
た

長
生
地
域
全
体
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り

の
ス
タ
ー
ト
と
位
置
付
け
る
。

③
こ
の
合
併
は
、
関
係
市
町
村
数
に
変
更

が
生
じ
て
も
合
併
に
進
む
こ
と
と
す
る
。

④
こ
の
合
併
に
よ
り
、
一
部
事
務
組
合
は

解
散
す
る
。

議
題
２

合
併
方
式

合
併
の
方
式
は
、
新
設
合
併
と
す
る
。

議
題
３

事
務
所
の
位
置
、
支
所
の
設
置
形
態

①
事
務
所
の
位
置
は
、
現
在
の
茂
原
市
役

所
と
す
る
。

②
６
町
村
の
役
場
庁
舎
は
、
住
民
の
利
便

性
を
考
慮
し
て
、
支
所
と
し
て
活
用
す

る
。
な
お
、
支
所
の
機
能
や
人
員
配
置

な
ど
は
新
市
発
足
ま
で
に
調
整
す
る
。

議
題
４

合
併
の
効
果
に
つ
い
て
（
報
告
）

現
在
、
考
え
ら
れ
る
合
併
の
効
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

人
口
　
１
５
８，
５
３
５
人

（
平
成
17
年
国
勢
調
査
）

面
積
　
３
２
６
・
９
８
ｋ
㎡

①
総
合
自
治
体
へ
の
進
化

・
観
光
振
興
室
、
政
策
法
務
室
な
ど
の
専

長
生
郡
市
の
合
併
の
第
１
ス
テ
ー
ジ
は
、
平
成
15
年
８

月
に
「
長
生
郡
市
合
併
協
議
会
」
を
設
置
し
て
、
１
年
余

り
に
わ
た
り
16
回
の
合
併
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
合
併
の
期
日
や
各
市
町
村
の
財
政
問
題
な
ど
で
合

意
が
得
ら
れ
ず
、
平
成
16
年
12
月
に
合
併
協
議
会
は
解
散

し
、
合
併
は
破
綻
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
国
や
県
の
動
向
は
、
地
方
分
権
社
会
に
向

け
、
市
町
村
の
合
併
は
基
礎
自
治
体
へ
の
進
化
と
し
て

必
須
で
あ
り
、
引
き
続
き
推
進
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

千
葉
県
に
お
い
て
も
「
市
町
村
合
併
推
進
審
議
会
」
を

設
置
し
、
昨
年
12
月
に
「
千
葉
県
市
町
村
合
併
推
進
構

想
」
が
策
定
さ
れ
、
県
内
市
町
村
の
合
併
の
あ
り
方
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
こ
の
地
域
は
長
生
郡
市

１
市
５
町
１
村
の
合
併
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
11
月
２
日
に
開
催
し
た
、
長
生
郡
市
の
市

町
村
長
と
議
会
議
長
の
合
同
会
議
で
合
併
協
議
を
行
い
、

改
め
て
長
生
郡
市
で
合
併
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
の
う
え
、「
準
備
会
」
が
発
足
、
合
併
の
第
２
ス
テ
ー

ジ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
準
備
会
は
、
各
市
町
村
長
と
議
会
議
長
の
み
で

構
成
し
て
い
る
任
意
の
準
備
会
で
、
前
回
の
「
協
議
会
」

で
の
難
航
し
た
事
項
を
中
心
に
協
議
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

こ
こ
で
決
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
合
併
の
骨
格
を
な
す

内
容
と
な
り
、
合
併
構
想
素
案
と
し
て
法
定
協
議
会
や

住
民
の
皆
さ
ん
に
提
案
さ
れ
る
原
案
と
な
り
ま
す
。

い
ま
、
合
併
は
第
２
ス
テ
ー
ジ
へ

長
生
郡
市
合
併
協
議
準
備
会
が
発
足
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門
部
署
を
設
置
し
、
政
策
形
成
や
専
門

的
対
応
能
力
を
強
化

・
保
健
師
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門
職

員
の
種
類
や
数
を
増
や
し
、
子
育
て
支

援
な
ど
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

・
広
域
市
町
村
圏
組
合
な
ど
の
組
合
を
解

散
し
、
事
務
の
一
元
化

②
地
域
特
性
を
最
大
限
に
活
か
す
新
た
な

町
づ
く
り
の
チ
ャ
ン
ス

・
九
十
九
里
浜
、
平
野
、
里
山
と
い
っ
た

多
様
な
魅
力
を
新
市
で
共
有
し
、
観
光

資
源
の
一
体
的
な
ピ
ー
ア
ー
ル
や
、
案

内
表
示
や
道
路
網
を
一
体
的
と
し
た
ピ

ー
ア
ー
ル
、
案
内
表
示
や
道
路
網
を
一

体
的
に
整
備
し
た
集
客
ア
ッ
プ
を
図
る

な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
と
こ
と
ん
伸
ば

し
、
地
域
を
活
性
化

・
生
産
性
の
高
い
農
業
、
工
業
、
商
業
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
多
様
な
産
業
を

有
し
、
総
合
力
を
備
え
た
高
実
力
都
市

の
誕
生

・
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
路
の
開
通

に
伴
う
効
果
を
地
域
全
体
に
普
及
し
、

最
大
限
発
揮
す
る
た
め
に
一
体
的
・
計

画
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
地
域
活
性
化

・
生
活
圏
が
一
体
化
し
て
い
る
地
域
の
ま

ち
づ
く
り
を
一
体
的
に
担
い
、
住
み
や

す
い
ま
ち
づ
く
り

③
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
落
と
さ
ず
、
内
部
管

理
費
を
削
減
し
財
源
を
産
み
出
す
（
表

―
１
）。

議
題
５

財
政
状
況
な
ど
に
係
る
報
告

合
併
の
検
討
に
際
し
、
各
市
町
村
の
債

務
（
借
金
）
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

地
方
債
残
高
や
債
務
負
担
行
為
の
額
な
ど

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
（
表
―
２
）。

積
立
金
を
考
慮
し
た
債
務
残
高
で
見
る

と
、
茂
原
市
が
８
３
９
・
１
億
円
と
高
額

で
す
が
、
人
口
一
人
当
た
り
の
額
で
は
極

端
な
差
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
程
度
の
差
は
あ
る
も
の
の
、
各

市
町
村
と
も
多
額
の
負
債
を
抱
え
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
人
口
の
規
模
や
税
収
の
状

況
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
特
定
の
市
町
村

の
債
務
残
高
な
ど
が
合
併
の
大
き
な
障
害

に
は
な
り
ま
せ
ん
。

■
第
３
回
準
備
会平

成
19
年
１
月
22
日

議
題
１
―
盧

新
市
の
名
称

法
定
協
議
会
に
お
い
て
、
区
域
内
の
住

民
に
よ
る
公
平
な
る
公
募
な
ど
を
実
施
し
、

多
数
意
見
を
も
っ
て
新
市
の
名
称
を
決
定

す
る
。

議
題
１
―
盪

合
併
の
期
日

平
成
20
年
４
月
１
日
を
合
併
の
期
日
と

す
る
。

議
題
１
―
蘯

議
員
、
農
業
委
員
の
特
例
、
定
数
に

つ
い
て

①
議
会
議
員
に
つ
い
て
は
在
任
特
例
を
３

カ
月
適
用
し
、
特
例
期
間
終
了
後
の
定

数
は
法
定
上
限
34
人
と
す
る
。

②
農
業
委
員
に
つ
い
て
は
在
任
特
例
を
３
カ

月
適
用
し
、
特
例
期
間
中
は
旧
市
町
村
ご

と
に
７
つ
の
委
員
会
を
設
置
す
る
。
特
例

期
間
終
了
後
は
一
つ
の
委
員
会
と
し
、
公

選
に
よ
る
委
員
の
定
数
は
34
人
と
す
る
。

議
題
１
―
盻

特
別
職
、
一
般
職
の
報
酬
・
給
与
水

準
に
つ
い
て

①
特
別
職
に
つ
い
て
は
、
茂
原
市
並
の
額

と
す
る
。
た
だ
し
、
議
会
議
員
と
農
業

委
員
の
在
任
特
例
期
間
中
は
旧
市
町
村

の
額
と
し
、
特
例
期
間
終
了
後
は
茂
原

市
並
の
額
と
す
る
。

②
一
般
職
に
つ
い
て
は
、
各
人
の
市
町
村

に
お
け
る
給
料
の
額
を
新
市
の
給
与
に

格
付
け
し
、
市
町
村
間
の
格
差
に
つ
い

て
は
合
併
効
果
が
高
ま
る
よ
う
に
新
市

に
お
い
て
調
整
す
る
。

議
題
２

市
町
村
議
会
へ
の
説
明
に
つ
い
て

第
４
回
の
準
備
会
開
催
前
に
、
準
備
会

が
主
催
す
る
郡
市
の
議
員
全
員
を
対
象
と

し
た
議
員
説
明
会
を
開
催
す
る
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
（
荒
井
・
長
谷
）

蕁
４
６
―
２
１
１
３
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選
　
挙

投
票
日

選
　
挙

投
票
日

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c

物
な
ど
に
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
１
０
０
円
で
芝
原
か
ら
乗

車
し
た
場
合
、
棚
毛
ま
で
乗
り
継
ぎ
し
な

い
で
出
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

時
刻
の
改
正

巡
回
バ
ス
は
児
童
や
生
徒
も
利
用
し
ま

す
の
で
、
始
発
の
時
刻
を
10
分
程
度
早
め

ま
し
た
。
ま
た
、
連
続
運
行
に
伴
い
時
刻

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

＊
巡
回
バ
ス
の
ル
ー
ト
や
時
刻
な
ど
は
、

別
添
の
「
長
南
町
巡
回
バ
ス
時
刻
表
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
（
深
山
・
松
崎
）

蕁
４
６
―
２
１
１
３

千
葉
県
議
会
議
員
選
挙
４
月
８
日（
日
）

長
南
町
議
会
議
員
選
挙
４
月
22
日（
日
）

問い合わせ

選挙管理委員会（総務課 松坂） 蕁46－2111
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長
南
町
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
　
時
　
３
月
20
日（
火
）
午
前
９
時

場
　
所
　
役
場
庁
舎
分
館
第
１
会
議
室

（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

投
票
時
間
　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

選
挙
当
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で
投
票
に
行
け
な
い

場
合
は
、
期
日
前
投
票
ま
た
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。（
期
間
な
ど
は
下
表
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）

「
つ
く
ろ
う
よ
み
ん
な
の
く
ら
し
を
選
挙
か
ら
」

大
切
な
一
票
で
す
。
棄
権
せ
ず
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

巡
回
バ
ス
が
町
内
を
巡
回
す
る
よ
う
に

な
っ
て
、
こ
の
３
月
で
３
年
が
経
過
し
、

年
間
延
べ
１
万
人
の
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
皆
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
の
３
月
１

日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

2
コ
ー
ス
を
連
続
運
行

現
在
は
、
東
地
区
コ
ー
ス
、
坂
本
・
豊

栄
地
区
コ
ー
ス
、
西
地
区
コ
ー
ス
、
長

南
・
蔵
持
地
区
コ
ー
ス
を
別
々
に
、
役
場

を
中
心
に
巡
回
し
て
い
ま
す
。

３
月
か
ら
は
、
東
地
区
コ
ー
ス
か
ら
坂

本
・
豊
栄
地
区
コ
ー
ス
ま
で
、
西
地
区
コ

ー
ス
か
ら
長
南
・
蔵
持
地
区
コ
ー
ス
ま
で

を
連
続
運
行
し
ま
す
の
で
、
通
院
や
買
い

３
月
か
ら
巡
回
バ
ス
が

コ
イ
ン
で

東
地
区
コ
ー
ス
か
ら
坂
本
・
豊
栄
地
区
コ
ー
ス
ま
で

西
地
区
コ
ー
ス
か
ら
長
南
・
蔵
持
地
区
コ
ー
ス
ま
で

連
続
運
行
で

よ
り
便
利

乗
り
換
え
な
し
で
街
中
の
金
融
機
関
や
医
療
機
関
な
ど
へ
行
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

長生郡市
明るい選挙推進協議会連合会長賞
長南中学校２年生 田中菜都子さん
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■
戸
籍
の
電
算
化
に
よ
る

変
更
点
は

内
容
を
項
目
ご
と
に
記
載

戸
籍
の
内
容
を
横
書
き
で
記

載
し
、
項
目
ご
と
に
整
理
し
て

あ
る
の
で
、
内
容
が
見
や
す
く
、

分
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

本
籍
地
番
の
表
示
変
更

本
籍
の
地
番
表
示
が
「
○
○

番
地
の
△
」
と
記
載
さ
れ
て
い

る
場
合
は
、
「
の
」
を
省
略
し

「
○
○
番
地
△
」
と
表
示
し
ま
す
。

＊
こ
の
取
り
扱
い
は
、
戸
籍
の

標
記
上
の
取
り
扱
い
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
の
印
鑑
登
録
な

ど
の
変
更
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

戸
籍
謄
本
な
ど
の
名
称
変
更

今
ま
で
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
全
員
を
証
明
す
る
も
の
を

「
戸
籍
謄
本
」
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
が
、
新
し
い
戸
籍
で
は
「
戸

籍
の
全
部
事
項
証
明
書
」
と
い

い
ま
す
。
ま
た
個
人
を
証
明
す

る
「
戸
籍
抄
本
」
を
「
戸
籍
の

個
人
事
項
証
明
書
」
と
、
そ
れ

ぞ
れ
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

Ｑ
　
今
ま
で
の
戸
籍
は
ど
う
な

り
ま
す
か
？

Ａ

今
ま
で
の
戸
籍
は
「
改
製

原
戸
籍
」
と
し
て
、
百
年
間
保

存
し
ま
す
。

電
算
化
後
の
戸
籍
に
は
、
婚

姻
や
死
亡
な
ど
で
除
籍
に
な
っ

た
人
な
ど
、
一
部
の
事
項
が
記

録
さ
れ
な
い
と
き
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
項
が
記
載
さ

れ
て
い
る
証
明
書
が
必
要
な
と

き
は
「
改
製
原
戸
籍
謄
抄
本
」

を
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
本
籍
が
町
外
に
あ
る
場
合

で
も
、
長
南
町
で
戸
籍
の
証
明

書
が
請
求
で
き
ま
す
か
？

Ａ

長
南
町
が
電
算
化
に
な
っ

て
も
、
本
籍
地
が
町
外
の
人
は

従
来
ど
お
り
本
籍
地
の
市
区
町

村
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
証
明
手
数
料
は
変
わ
り
ま

す
か
？

Ａ

電
算
化
に
な
っ
て
も
手
数

料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
の
証
明
手
数
料
は
今
ま

で
ど
お
り
、
一
通
あ
た
り
４
５
０

円
で
す
。
ま
た
、
改
製
原
戸
籍

の
手
数
料
は
７
５
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
（
古
市
）

蕁
４
６
―
２
１
１
９

２
月
５
日
か
ら

戸
籍
事
務
電
算
化
ス
タ
ー
ト

証
明
書
発
行
の
時
間
が
短
縮
し
、
お
待
た
せ
し
ま
せ
ん

戸籍謄本は

戸籍の全部事項証明書
となります

【見本】

��������	


�����������

����������������	

��

����������������	


������������������

����������

����������
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地域の話題をお寄せください 
企画財政課広報統計係 
蕁４６―２１１３ 

地
域
防
災
へ
の決意

を
新
た
に

消
防
出
初
式

新
春
恒
例
の
第
９
支
団
放
水
式
を
１
月
13
日
（
土
）

に
米
満
堰
で
行
い
、
消
防
団
員
は
地
域
防
災
へ
の
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
主
催
の

消
防
出
初
式
が
茂
原
市
民
会
館
で
行
わ
れ
、
町
か
ら

も
日
ご
ろ
の
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
皆
さ
ん
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

千
葉
県
消
防
協
会
長
表
彰
功
労
章

副
支
団
長

横
山
　
三
喜
男
（
市
野
々
）

防
災
対
策
監
表
彰
防
災
対
策
監
章

分
団
長
　
鐡
野
　
英
樹
（
棚
毛
）

管
理
者
表
彰
功
労
章

団
　
員
　
東
條
　
元
樹
（
水
沼
）

団
　
員
　
池
田
　
久
志
（
芝
原
）

譛
千
葉
県
消
防
協
会
長
生
支
部
長
表
彰

功
労
章

部
　
長
　
闍
橋
　
康
一
（
長
南
）

団
　
員
　
鈴
木
　
昭
男
（
蔵
持
）

団
　
員
　
山
闢
　
乃
義
（
米
満
）

部
　
長
　
齊
藤
　
晴
久
（
岩
川
）

団
　
員
　
野
口
　
俊
和
（
市
野
々
）

部
　
長
　
山
本
　
啓
二
（
山
内
）

団
　
員
　
鬼
島
　
進
一
（
芝
原
）

精
勤
章

団
　
員
　
安
田
　
知
幸
（
長
南
）

団
　
員
　
佐
久
間
　
栄
一
（
蔵
持
）

班
　
長
　
宮
下
　
和
也
（
米
満
）

団
　
員
　
齊
藤
　
正
孝
（
岩
川
）

部
　
長
　
土
橋
　
幸
治
（
市
野
々
）

団
長
表
彰

精
勤
章

部
　
長
　
半
澤
　
幹
雄
（
坂
本
）

部
　
長
　
金
子
　
安
延
（
千
田
）

団
　
員
　
松
闢
　
慎
一
（
佐
坪
）

部
　
長
　
竹
之
内
　
顕
（
豊
原
）

優
秀
部

第
３
分
団
第
１
部
（
佐
坪
・
市
野
々
）

優
良
部

第
３
分
団
第
２
部
（
岩
撫
・
竹
林
・
茗
荷
沢
・
小
沢
・
報
恩
寺
）

内
助
功
労
表
彰

千
葉
県
東
上
総
県
民
セ
ン
タ
ー
所
長
内
助
功
労
章

第
３
分
団
第
３
部
団
員
夫
人
　
田
邉
　
利
枝
　
（
水
沼
）

団
長
内
助
功
労
章

第
２
分
団
第
３
部
部
長
夫
人
　
齊
藤
　
愛
　
　
（
岩
川
）

第
３
分
団
第
１
部
団
員
夫
人
　
野
口
　
眞
紀
子
（
市
野
々
）

防
火
ポ
ス
タ
ー
表
彰

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者
賞

東
小
学
校
６
年
生
　
大
串
　
里
加
子

気
合
で
寒
さ
を

吹
き
飛
ば
せ

武
道
教
室

朝
の
冷
え
込
み
が
厳
し
か
っ
た
１
月
14

日
（
日
）、
長
南
中
学
校
の
尚
武
館
に
柔

道
・
剣
道
・
空
手
道
の
各
教
室
生
が
一
堂

に
集
ま
り
、
鏡
開
き
を
行
い
ま
し
た
。

各
教
室
生
は
、
冷
え
込
む
道
場
に
裸
足

で
立
ち
、
気
合
を
入
れ
て
初
稽
古
に
励
み

ま
し
た
。
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凧
よ
、
空
高
く
揚
が
れ
〜

長
南
小
学
校

長
南
袖
凧
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
指
導
を
受
け
、

12
月
15
日
（
金
）
と
20
日
（
水
）
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

長
南
小
学
校
４
年
生
17
人
は
袖
凧
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。初

日
は
、
凧
の
形
に
切
り
抜
か
れ
た
和
紙
に
自
分
で

描
い
て
き
た
下
絵
を
書
き
写
し
、
こ
ま
め
に
筆
に
絵
の

具
を
付
け
て
水
分
を
吸
収
し
や
す
い
和
紙
に
色
を
塗
っ

て
い
き
ま
し
た
。

さ
あ
、
い
よ
い
よ
作
業
２
日
目
は
、
凧
を
仕
上
げ
ま

す
。
玉
井
佑
一
会
長
以
下
メ
ン
バ
ー
５
人
は
、
児
童
の

様
子
を
順
番
に
見
な
が
ら
、
糸
の
張
り
方
な
ど
を
指
導

し
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
外
で
凧
揚
げ
を
し
て
み
る
と
、
凧
は
風
を

受
け
て
揚
が
る
の
で
は
な
く
、
い
か
に
風
を
逃
が
し
て

揚
げ
る
か
が
ポ
イ
ン

ト
で
、
「
糸
の
張
り

方
が
一
番
難
し
か
っ

た
け
ど
、
よ
く
揚
が

っ
て
よ
か
っ
た
」

「
高
く
揚
が
っ
た
の

で
、び
っ
く
り
し
た
。

楽
し
か
っ
た
」
と
自

分
で
作
っ
た
凧
が
空

高
く
揚
が
っ
た
こ
と

に
驚
い
て
い
ま
し

た
。

成
人
式

幼
か
っ
た
こ
ろ
に
思
い
描
い
た
理
想
の
二
十
歳
に
な
れ
ま
し

た
か
？
１
月
７
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館
で
行
っ
た
成
人
式
で

は
、
立
派
に
成
長
し
た
新
成
人
が
１
５
０
人
誕
生
し
ま
し
た
。

数
年
振
り
に
再
会
す
る
中
学
校
の
恩
師
、
艶
や
か
な
振
袖

に
身
を
包
ん
だ
女
性
や
、
ネ
ク
タ
イ
を
き
っ
ち
り
結
ん
で
り

り
し
い
男
性
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
素
敵
な
姿
に
笑
顔
で
話

に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
、「
今
日
は
、
今
ま

で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
感
謝
す
る
日
で
す
」
と
来
賓
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
く
と
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
真
剣

に
全
員
が
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

成
人
の
主
張
と
し
て
「
た
く
さ
ん
の
愛
情
を
注
い
で
く
れ

た
家
族
、
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
物
事
に
取
り
組
む
姿
勢
を
教
え

て
く
だ
さ
っ
た
先
生
、
優
し
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
多
く
の
時
を
共
に
し
成
長
し
て
き
た
こ

こ
に
い
る
仲
間
た
ち
に
囲
ま
れ
、
長
南

町
で
過
ご
し
た
日
々
は
、
今
の
私
の
根

幹
と
も
い
う
べ
き
部
分
を
作
り
上
げ
る

も
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
長
南
町
で

過
ご
し
た
日
々
に
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
今
こ
こ
に
い

る
私
た
ち
新
成
人
に
は
思
い
描
く
将
来

が
あ
り
ま
す
。
今
の
自
分
に
恥
じ
な
い
、

よ
り
一
層
輝
き
を
持
っ
た
、
笑
顔
に
あ

ふ
れ
た
人
生
を
皆
さ
ん
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
代
表
の
伊
藤
み
ゆ
き
さ
ん

（
笠
森
）
は
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

お
昼
の
お
楽
し
み

昔
の
給
食
の
お
味
は
い
か
が
♪

明
治
22
年
に
山
形
県

で
始
ま
っ
た
学
校
給
食

は
、
戦
争
で
一
時
中
止

さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和

21
年
に
再
開
さ
れ
て
、

そ
の
歴
史
は
今
年
で
１

１
８
年
に
な
り
ま
す
。

給
食
記
念
日
の
１
月
24

日
（
水
）
に
昭
和
27
年

ご
ろ
の
給
食
を
再
現
し

ま
し
た
。

今
は
高
価
な
鯨
肉
も
当
時
は
度
々
給
食
に
使

わ
れ
、
大
き
な
コ
ッ
ペ
パ
ン
や
脱
脂
粉
乳
も
当

時
を
代
表
す
る
給
食
で
し
た
。「
昔
の
給
食
を

味
わ
う
こ
と
で
、
今
の
給
食
や
飽
食
に
つ
い
て

考
え
、
家
族
で
給
食

の
思
い
出
を
話
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
給

食
所
の
伊
藤
栄
養
士

は
そ
の
思
い
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

給
食
を
食
べ
た
子

ど
も
た
ち
は
、
「
美

味
し
い
」
「
鯨
の
お

肉
は
初
め
て
食
べ
ま

し
た
」
「
鯨
肉
は
、

少
し
硬
い
な
」
と
言

い
な
が
ら
、
味
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

本日のメニューは、コッペパン、鯨
カツ、ゆで野菜サラダ、牛乳です
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日
ご
ろ
は
煮
物
に
す
る
こ
と

の
多
い
食
材
で
す
が
、
作
り
お

き
が
で
き
て
便
利
で
す
。

石

澄
江
さ
ん
（
芝
原
）

今
年
度
実
施
し
た
「
長
南
町
児
童
生
徒
の
食
生
活
な
ど
の

実
態
調
査
」
結
果
で
は
、
小
学
生
の
43
％
が
帰
宅
後
か
ら
夕

食
ま
で
の
間
に
お
や
つ
を
食
べ
て
い
ま
す
（
中
学
生
は
17
％
）。

そ
の
お
や
つ
の
内
容
を
下
表
か
ら
見
る
と
、
糖
分
の
多
い

菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
砂

糖
は
分
解
吸
収
が
良
す
ぎ
る
た
め
に
血
糖
値
が
急
激
に
上
昇

し
、
大
量
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
す
る
と
今

度
は
逆
に
、
出
す
ぎ
た
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
血
糖
値
を
下
げ
す

ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
低
血
糖
症
と
い
わ
れ
る
も
の
で
、

イ
ラ
イ
ラ
の
原
因
や
体
調
不
良
を
起
こ
し
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
お
や
つ
に
ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
で

ん
ぷ
ん
を
取
る
と
、
血
糖
値
が
穏
や
か
に
上
昇
し
、
イ
ン
シ

ュ
リ
ン
を
急
激
に
使
い
す
ぎ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

お
や
つ
は
食
事
に
影
響
し
な
い
よ
う
、
ほ
ど
ほ
ど
に
。

（
管
理
栄
養
士
　
御
園
生
）

毎日おやつに何を食べますか 

0

10

20

30

40

ジュース 果物 おにぎり パン 菓子 

32 32.6

15

20.6

8

3

1311.9

2017.6

%

平成18年度 長南町児童生徒の食生活などの実態調査 から 

小学校 

中学校 

お
や
つ
に
糖
分
を
取
り
過
ぎ
る
と
…

〈作り方〉
①切干大根は戻して水気を絞り、食べやすい長さに切る。
昆布はさっと水洗いをし、水気をきる。
②鍋に調味料を入れ、中火にかける。煮立ったら火からおろし、
ボウルに移してそのまま冷やす。酢を加え、よく混ぜる。

③②に切干大根と昆布を加えて混ぜ、30～40分漬ける。汁
気を軽く絞って器に盛る。密閉容器に入れ、冷蔵庫で保
存すれば約１カ月もつ。

〈材料４人分　171kcal〉

食生活改善推進員のおすすめメニュー

切干大根 100ｇ
刻み昆布 20ｇ
赤唐辛子 ２本
だし ２カップ
砂糖 大さじ４
しょうゆ 大さじ２
塩 小さじ３
酢 １カップ

東
條
開
斗

か
い
と

く
ん

さ
か
な
く
ん
み
た
い
な
魚
博
士
に
な
り
た
い

東
條
麗れ

菜な

ち
ゃ
ん

ケ
ー
キ
が
好
き
な
の
で
ケ
ー
キ
屋
さ
ん

片
岡
尚
道

な
お
み
ち

く
ん

仮
面
ラ
イ
ダ
ー
カ
ブ
ト
み
た
い
に
強
く
な

り
た
い

松
野
美
咲
み
さ
き

ち
ゃ
ん

お
か
し
が
好
き
な
の
で
お
か
し
屋
さ
ん

金
澤
大
輝
だ
い
き

く
ん

お
も
ち
ゃ
が
好
き
な
の
で
お
も
ち
ゃ
屋

さ
ん

大
き
く
な
っ
た
ら
な
り
た
い
も
の
は

（順不同）

切干大根と
昆布の

ハリハリ漬け

毎
週
、
土
、
日
曜
日
の
午
前
９
時
に
な

る
と
、
町
内
各
小
学
校
の
２
年
生
か
ら
６

年
生
の
女
子
児
童
26
人
が
西
小
学
校
体
育

館
に
集
っ
て
、
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
練
習
を
始
め
ま
す
。

日
ご
ろ
の
練
習
は
「
自
分
の
持
ち
味
を

発
揮
し
、
全
力
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」
、

「
声
を
出
す
こ
と
は
技
術
の
一
つ
」、
そ
し

て
「
合
言
葉
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
監

督
と
コ
ー
チ
を
引
き
受
け
て
い
る
４
人
は
、

き
っ
ぱ
り
と
言
い
ま
す
。

練
習
の
合
間
に
子
ど
も
た
ち
に
伺
う
と

「
同
じ
練
習
で
つ
ま
ら
な
い
と
き
も
あ
る
け

ど
、
試
合
で
勝
ち
た
い
」
と
語
尾
を
強
め
、

繰
り
返
す
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
ま
し
た
。

合
言
葉
は集中

速
攻

確
実

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

長
南
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
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透
け
て
見
る
空
の
青
さ
か
冬
芽
か
な

福
原
　
而
今

子
の
頼
み
銀
杏
も
入
れ
茶
碗
蒸

藤
田
　
房
枝

陽
の
ぬ
く
み
逃
さ
ず
木
々
の
冬
芽
か
な

堀
越
み
よ
女

皇
統
の
笑
み
し
お
の
こ
や
冬
木
の
芽

山
内
　
青
山

碧あ
お

空
に
冬
の
芽
し
る
き
背
戸
の
山

渡
辺
　
茫
子

カ
タ
コ
ト
と
窓
打
つ
音
や
銀
杏
は
ぜ

今
関
　
久
女

大
銀
杏
ま
ぶ
し
い
程
の
黄
葉

も
み
じ

か
な

今
井
　
盟
仙

日
だ
ま
り
に
小
さ
く
萌
え
る
冬
芽
か
な

遠
藤
み
つ
子

風
強
し
銀
杏
落
下
背
中

せ

な

を
打
つ

小
林
　
茂
子

冬
木
の
芽
身
を
か
た
く
し
て
お
し
だ
ま
り

佐
久
間
タ
ツ
子

お
だ
や
か
に
大
地
の
温
り
冬
芽
見
ゆ

加
藤
　
悦
子

銀
杏
に
人
だ
か
り
あ
り
無
住
寺

鶴
岡
　
少
官

「銀杏
ぎんなん

」
いちょうは雌木と雄木とが別々で、雄花から

飛び出た精虫が雌花を受精させる珍しい植物で
ある。晩秋、葉が黄色になって散りはじめるこ
ろ実を結び、熟すると悪臭を放ちながら落ちる。
焼いて食用にしたり料理に用いると風味があ

る。
「冬芽」
暖かい日に思いがけぬ木の芽生を見いだすこと

がある。日だまりでは、草も木の芽も萌え出る。
（記・今関）

長
南
町
を
上
空
か
ら
見
る
と
、
山
々
に
、

木
の
枝
の
よ
う
に
谷
が
入
り
組
ん
で
、
複

雑
な
地
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
山
々
は

房
総
中
部
に
広
が
る
上
総
丘
陵
の
一
部
で

す
。
丘
陵
と
は
い
う
も
の
の
、
急
斜
面
の

谷
が
入
り
組
む
険
し
い

地
形
で
、
と
て
も
「
丘
」

の
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

今
か
ら
約
２
５
０
万

年
前
、
現
在
の
房
総
半

島
の
大
部
分
は
海
で
、
長
南
町
が
あ
る
あ

た
り
は
上
総
海
盆
と
呼
ば
れ
る
深
い
海
底

に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
海
底
に
陸
地
か
ら

流
れ
て
き
た
土
砂
が
少
し
ず
つ
堆
積
し
、

こ
の
堆
積
層
が
上
総
丘
陵
を
構
成
す
る
上

総
層
群
と
な
り
ま
し
た
。
や
が
て
、
隆
起

運
動
に
よ
り
上
総
層
群
は
海
面
に
姿
を
現

し
、
約
45
万
年
前
に
は
上
総
丘
陵
の
形
成

が
始
ま
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
陸
地
と
な
っ
た
上
総
層
群
で

す
が
、
砂
や
泥
が
固
ま
っ
た
地
層
で
あ
っ

た
た
め
、
風
雨
に
よ
る
浸
食
を
受
け
や
す

く
、
現
在
の
険
し
い
地
形
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
上
総
層
群
の
隆
起
は
南

東
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、
上
総
丘
陵
北
辺

に
位
置
す
る
町
内
北
西
に
は
上
総
層
群
で

最
も
新
し
い
笠
森
層
が
見
ら
れ
、
南
東
に

向
か
っ
て
長
南
層
、
柿
の
木
台
層
、
国
本

層
と
古
い
地
層
が
順
に
顔
を
出
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
そ
の
堆
積
環
境
に
よ
っ
て
、

や
や
違
っ
た
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

長
南
町
に
は
丘
陵
斜
面
を
掘
り
込
む
古

墳
時
代
の
横
穴
墓
が
５
０
０
基
近
く
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
が
、
関
原
、
千
手
堂
、
長

南
一
帯
に
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
地
域
は
長
南
層
の
分
布
域
と
ほ
ぼ
重

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
比
較
的
崩
れ
や

す
い
長
南
層
の
山
々
に
横
穴
墓
を
造
る
こ

と
を
避
け
た
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
一

方
、
笠
森
層
分
布
域
の
棚
毛
、
又
富
、
米

満
に
は
２
０
０
基
を
超
え
る
横
穴
墓
が
あ

り
ま
す
。
４
０
０
年
以
上
も
笠
森
観
音
堂

を
支
え
続
け
た
の
も
笠
森
層
の
岩
山
で
す
。

長
南
の
人
々
は
、
山
々
の
性
質
を
昔
か
ら

よ
く
知
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
町
資
料
館
　
風
間
俊
人
）

上
総
丘
陵
・
長
南
町
の
山
々

〜
笠
森
観
音
堂
を
支
え
る
大
地
〜

も
っ
た
い
な
い
！

も
っ
た
い
な
い
！ 

も
っ
た
い
な
い
！

も
っ
た
い
な
い
！ 

も
っ
た
い
な
い
！ 

そ
れ
は 

　
傘
を
修
理
し

て
使
う
人
は
、

今
で
は
ほ
と
ん

ど
い
ま
せ
ん
ね
。

な
ぜ
な
ら
、
初

め
か
ら
「
使
い

捨
て
の
傘
」
と
し
て
、
製
造
さ
れ
販

売
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
使
い
捨

て
が
当
た
り
前
の
現
代
、
自
分
が
使

わ
な
く
な
っ
た
物
を
交
換
し
合
っ
て

み
ま
せ
ん
か
。 

今
は
使
い
捨
て
…

今
は
使
い
捨
て
… 

今
は
使
い
捨
て
…

今
は
使
い
捨
て
… 

今
は
使
い
捨
て
… 

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

自
転
車

２，
０
０
０
円

足
踏
脱
穀
機

無
料

ス
ー
パ
ー
フ
ァ
ミ
コ
ン
本
体

無
料

ゆ
ず
り
ま
す

子
供
用
ス
キ
ー
セ
ッ
ト

（
板
・
靴
・
ス
ト
ッ
ク
）

無
料

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
（
木
目
）

無
料

米
の
貯
蔵
管

無
料

交
換
を
希
望
す
る
方
は
、
自
分
の

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
生
活
環

境
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
（
糸
井
）

蕁
４
６
―
２
１
１
４

リサイクル品交換コーナー

長南町周辺の地質
（原図・わがふるさと長南）



農
業
集
落
排
水
汚
泥
肥
料
を

無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

農
業
集

落
排
水
処

理
施
設
か

ら
発
生
し

た
汚
泥
を

乾
燥
し
、

肥
料
（
長

南
活
性
肥

料
）
に
し

ま
し
た
。

主
な
成

分
の
含
有

量
は
、
窒
素
５
・
８
％
、
リ
ン
酸

４
・
９
％
、
加
里
０
・
５
％
未
満
、

炭
素
窒
素
比
６
で
す
。

草
花
や
庭
木
、
農
作
物
な
ど

に
使
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

配
布
日
時

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

13
時
〜
16
時

配
布
場
所

芝
原
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理

施
設
（
芝
原
２
２
４
４
番
地
）

暮
ら
し
の

平
成
19
・
20
年
度
の

建
設
工
事
な
ど
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請

申
請
方
法

持
参
、
ま
た
は
郵
送

受
付
期
日

２
月
28
日
（
水
）
ま
で

申
請
書
の
宛
名

長
南
町
長
　
藤
見
昌
弘

申
請
様
式

千
葉
県
様
式
、
ま
た
は
全
国

統
一
様
式
と
し
、
Ａ
４
フ
ァ
イ

ル
の
色
指
定
有

・
工
事
…
桃
色

・
測
量
コ
ン
サ
ル
…
青
色

・
資
材
一
般
…
黄
色

有
効
期
間

４
月
１
日
〜

平
成
21
年
３
月
31
日

そ
の
他

詳
細
は
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
（
提
出
先
）

企
画
財
政
課
（
松
野
・
加
納
）

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
（
鈴
木
・
三
上
）

蕁
４
６
―
２
１
１
４

修
学
が
困
難
な
方
に

学
費
を
貸
し
付
け

町
内
に
居
住
し
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
養
護
学
校
の

高
等
部
、
大
学
ま
た
は
専
修
学

校
（
高
等
課
程
及
び
専
門
課
程
）

に
入
学
、
在
学
す
る
人
の
う
ち
、

経
済
的
理
由
で
修
学
が
困
難
な

場
合
に
予
算
の
範
囲
内
で
、
学

費
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

貸
付
限
度
額

申
込
期
日

２
月
16
日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
常
泉
・
渡
邉
）

蕁
４
６
―
２
１
１
１

10

所得税・住民税の
申告が始まります

2月16日貊～3月15日貅
所得税・住民税の申告受付が始まります。３月になると

窓口は大変混雑しますので、早めに申告しましょう。
確定申告書の収支内訳書などは、記帳や記録保存してお

いた資料をもとに、事前に作成しておきましょう。

＊申告の詳しい内容は、別添の「税務課からのお知らせ」
をご覧ください。

問い合わせ 税務課（手嶋・木村） 蕁46－2118

蕁
４
６
―
２
１
１
２

http://w
w
w
.tow

n.chonan.chiba.jp

供
託
申
請
や
供
託
金
の
払
渡
が

オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
で
き
ま
す

問
い
合
わ
せ

千
葉
地
方
法
務
局
茂
原
支
局

蕁
２
４
―
２
１
８
８

法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://shinsei.m
oj.go.jp/
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住
宅
市
場
動
向
調
査
にご協

力
を

国
土
交
通
省
で
は
、
毎
年
「
住

宅
市
場
動
向
調
査
」
を
実
施
し
、

今
後
の
住
宅
政
策
の
検
討
や
立
案

の
基
礎
資
料
の
作
成
を
し
て
い
ま

す
。調

査
対
象
期
間
中
に
、
新
た
に

住
宅
を
取
得
し
た
、
賃
貸
住
宅
へ

入
居
し
た
、
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

を
し
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
抽
出
し

て
、
住
宅
資
金
の
調
達
方
法
な
ど

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

す
。調

査
票
の
郵
送
や
調
査
員
か
ら

依
頼
さ
れ
た
ご
家
庭
は
、
本
調
査

の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
住
宅
局
住
宅
政
策
課
　

蕁
０
３
―
５
２
５
３
―
８
１
１
１

（
内
線
３
９
２
３
４
）

建
設
課
（
関
）

蕁
４
６
―
３
３
９
３

狂
犬
病
発
生
予
防
の
知
識

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
犬
に
か
ま
れ
た

人
が
、
帰
国
後
に
狂
犬
病
を
発
症
し

て
亡
く
な
る
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。

国
内
で
は
飼
い
犬
に
対
し
て
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
法
律
で
義
務

付
け
て
い
る
た
め
約
50
年
間
発
生

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
狂
犬
病
を
発

症
す
る
と
ほ
ぼ
１
０
０
％
死
亡
す

る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

ア
ジ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
多
く
の
国
で

は
今
も
狂
犬
病
が
発
生
し
、
感
染
動

物
に
か
ま
れ
た
人
の
内
、
年
間
３
〜

５
万
人
が
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

狂
犬
病
は
、
犬
か
ら
人
へ
の
感

染
源
と
な
る
ケ
ー
ス
が
圧
倒
的
に

多
い
の
で
、
毎
年
４
月
か
ら
６
月

に
実
施
す
る
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
飼
い
犬
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

長
生
保
健
所
健
康
生
活
支
援
課

蕁
２
２
―
５
１
６
７

長
南
郵
便
局
の

取
り
扱
い
業
務
一
部
変
更

２
月
５
日
（
月
）
か
ら
の

長
南
郵
便
局
の
窓
口
取
扱
時
間

山砂などで農地を埋め立てるときは

軽微な農地改良の届出 を

（従来の客土届出は廃止になりました）

山砂や山土砂などで埋め立てを行う場合は、「軽

微な農地改良の届出」を工事の１カ月前までに農

業委員会事務局に提出してください。

この場合、以下の条件を全て満たしていること

が必要です。

・平均盛土厚さが1ｍ未満であること

・赤道や青道の構造などを変更しないこと。その

他法令の許認可などを必要としないこと

・工事期間が3カ月を超えないこと

上記の条件を一つでも満たさないときや、建設

残土などで農地に盛土や埋め立てを行うときは一
時転用の許可申請をしてください。

農地造成と偽った残土処分や産業廃棄物処理を
しようと農地が狙われています。安易に土地の提

供を行うことのないように、農地を所有している

皆さんは注意しましょう。

万一、このような

ことが行われたとき

には、農地の所有者

を含め、違反転用者

には厳しい措置があ

ります。

・県と農業委員会が工事の中止などを指示し、元
の農地に復元させることがあります

・3年以下の懲役、または300万円以下の罰金

問い合わせ

農業委員会事務局（関本） 蕁46―3396

�����
��

����

�����
����

���
���

���
������

���
���

����
����

���

���
���

���
���

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
内
容

ゆ
う
ゆ
う
窓
口
（
郵
便
の
時
間

外
窓
口
）
の
取
り
扱
い
は
廃
止
し

ま
す
。

不
在
の
た
め
受
け
取
れ
な
か
っ

た
郵
便
物
の
配
達
希
望
や
集
荷
の

連
絡
先
は
茂
原
郵
便
局
（
郵
便
課

蕁
２
６
―
５
８
２
７
）
に
変
更
し

ま
す
。

＊
不
在
の
た
め
受
け
取
れ
な
か
っ

た
郵
便
物
は
、
郵
便
局
へ
お
越
し

い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
毎

日
配
達
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

長
南
郵
便
局

蕁
４
６
―
０
０
０
１
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長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

申
請
期
間
と
受
付
時
間

２
月
27
日
（
火
）
〜
３
月
13
日

（
火
）（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
の

９
時
〜
11
時
30
分

、
13
時
〜
16

時
の
間
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
茂
原
市
と
長
生
郡
内
に
本
社
や

営
業
所
な
ど
が
あ
る
場
合
は
、
２
月

27
日
（
火
）
〜
３
月
６
日
（
火
）
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
宛
名

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

管
理
者
　
石
井
常
雄

申
請
様
式

千
葉
県
様
式
ま
た
は

全
国
統
一
様
式
に
準
じ
、
Ａ
４
判

フ
ァ
イ
ル
の
色
指
定
　
青
…
建
設

工
事
、
緑
…
建
設
資
材
、
黄
…
測

量
・
設
計
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
、
桃
…
物
品
・
委
託
な
ど

有
効
期
間

６
月
１
日
〜
平
成
21

年
５
月
31
日

そ
の
他

入
札
参
加
資
格
審
査
手
続

要
項
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
3.ocn.ne.jp/̃chosei/

問
い
合
わ
せ
（
提
出
先
）

長
生
郡
市
広
域
市
町
村
圏
組
合

事
務
局
総
務
課
工
事
管
理
室

茂
原
市
下
永
吉
２
１
０
１
番
地

蕁
２
３
―
０
１
０
７

狩
猟
用
の
弾た

ま

な
ど
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

本
年
度
の
狩
猟
期
間
は
、
２
月

15
日
（
木
）
で
終
了
し
ま
す
。

使
わ
ず
に
残
っ
て
し
ま
っ
た
弾

や
火
薬
類
は
、

○
射
撃
場
で
射
撃
練
習
を
し
て
消

費
し
ま
し
ょ
う
。

○
銃
砲
火
薬
店
な
ど
へ
譲
渡
し
ま

し
ょ
う
（
法
の
定
め
に
よ
る

「
譲
渡
の
許
可
」が
必
要
で
す
）。

問
い
合
わ
せ

茂
原
警
察
署
生
活
安
全
課

蕁
２
２
―
０
１
１
０

交
通
事
故
巡
回
相
談

交
通
事
故
に
遭
っ
た
場
合
は
、

損
害
賠
償
請
求
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
が
生
じ
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
れ
た
人
々
の
救
済

を
図
る
た
め
、
専
任
相
談
員
に
よ

る
交
通
事
故
巡
回
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
　
時

２
月
20
日
（
火
）

10
時
〜
15
時

場
　
所

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

第
５
会
議
室

問
い
合
わ
せ

総
務
課
（
臼
井
）

蕁
４
６
―
２
１
１
１

第
７
回
一
宮
川
流
域
委
員
会

地
域
の
意
見
を
反
映
し
た
「
川
づ

く
り
」
を
行
う
た
め
、
第
７
回
一
宮

川
流
域
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

２
月
21
日
（
水
）

14
時
〜
16
時

場
　
所

長
生
合
同
庁
舎
４
階

大
会
議
室

定
　
員

傍
聴
者
20
人
程
度

（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ

長
生
地
域
整
備
セ
ン
タ
ー
調
整
課

蕁
２
４
―
４
５
２
４

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
へ
の
お
手
伝
い

解
雇
や
配
置
転
換
、
賃
下
げ
、

セ
ク
ハ
ラ
や
い
じ
め
な
ど
、
労
使
間

の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

月
〜
金
曜
日
　
９
時
〜
17
時

（
祝
日
を
除
く
）

・
千
葉
労
働
局
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

蕁
０
４
３
―
２
２
１
―
２
３
０
３

・
千
葉
駅
前
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

薛
０
１
２
０
―
２
５
０
―
６
５
０

無
料

多
重
債
務
１
１
０
番

金
融
、
カ
ー
ド
、
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
に
よ
る
多
重
債
務
者
の
た
め

の
無
料
電
話
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
　
時

３
月
10
日
（
土
）
・

11
日
（
日
）
10
時
〜
15
時

相
談
電
話
（
両
日
限
り
）

蕁
０
４
３
―
２
４
３
―
４
１
４
４

相
談
方
法

電
話
相
談
。
面
談
は

要
予
約

問
い
合
わ
せ

ち
ば
司
法
書
士

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
３
―
２
０
４
―
８
３
３
３

労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

日
　
時

２
月
24
日
（
土
）

13
時
〜
16
時

場
　
所

千
葉
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
６
階
　
61
講
習
室

対
応
者

弁
護
士
・
社
会
保
険
労

務
士
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
他

費
　
用

無
料

＊
予
約
不
要
・
当
日
受
付

問
い
合
わ
せ

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

蕁
０
４
３
―
２
２
５
―
４
５
６
７

中
央
公
民
館
図
書
室

購
入
図
書
リ
ス
ト

病
気
に
な
ら
な
い
人
は
知
っ
て
い
る

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
　
裁
判
員
制
度

超
図
解
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
＆
電
子
メ
ー
ル

団
塊
の
選
択
　
い
ま
す
ぐ
始
め
る
「
定
年

後
」
の
備
え

水
を
い
か
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
ガ
ー
デ
ン

恋
空
　
上
下

風
林
火
山
　
風
の
巻

失
わ
れ
た
町

生
き
方

ゲ
ド
戦
記
　
５
　
ア
ー
ス
シ
ー
の
風

二
十
一
世
紀
に
生
き
る
君
た
ち
へ

ぼ
く
に
も
そ
の
あ
い
を
く
だ
さ
い

と
も
だ
ち
お
ま
じ
な
い

も
り
の
て
が
み

ね
ぎ
ぼ
う
ず
の
あ
さ
た
ろ
う

へ
ん
し
ん
コ
ン
サ
ー
ト

も
し
も
ね
こ
が
サ
ー
カ
ス
に
い
っ
た
ら

お
芝
居
か
ら
生
ま
れ
た
子
ど
も
シ
ェ
ル
タ
ー

そ
れ
で
も
前
へ

四
肢
マ
ヒ
の
医
師
・
流
王
雄
太

＊
購
入
し
て
欲
し
い
図
書
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
中
央
公
民
館
に

リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
用
意
し

て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

土
、
日
曜
日
、
祝
日
も
利
用

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
（
山
口
）

蕁
４
６
―
１
１
９
４



〜
わ
た
し
再
発
見
〜

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域

推
進
員
企
画
運
営
に
よ
る
講
演

会
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会

を
替
え
歌
に
し
て
、
気
楽
に
わ

か
り
や
す
く
話
し
て
く
れ
ま
す
。

日
　
時

２
月
27
日
（
火
）

10
時
30
分
〜
12
時

場
　
所

大
網
白
里
町

保
健
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
期
日

２
月
22
日
（
木
）

日
　
時

３
月
４
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
15
時

場
　
所

長
生
村
文
化
会
館

視
聴
覚
室

申
込
期
日

２
月
28
日
（
水
）

両
日
と
も
に
参
加
費

無
料

講
　
師

萩
原
な
つ
子
さ
ん

立
教
大
学
社
会
学
部
助
教
授

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

ち
ば
県
民
共
生
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
３
―
２
５
２
―
８
０
３
６

企
画
財
政
課
（
長
谷
）

蕁
４
６
―
２
１
１
３

教
育
講
演
会

「
３
年
Ｂ
組
小
山
内
先
生
」

〜
21
世
紀
を
共
に
生
き
る
〜

日
　
時

２
月
17
日
（
土
）

13
時
30
分
開
演

場
　
所

槇
の
木
学
園
体
育
館

講
　
師

小
山
内
美
江
子
さ
ん

（
３
年
Ｂ
組
金
八
先
生
の
脚
本
家
）

参
加
費

無
料

＊
参
加
及
び
保
育
を
希
望
さ
れ

る
人
は
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

つ
く
も
幼
児
教
室

蕁
４
４
―
１
２
１
４

槇
の
木
学
園

蕁
４
４
―
１
２
１
２

長
養
フ
ェ
ア

日
　
時

２
月
16
日
（
金
）

10
時
〜
16
時

場
　
所

茂
原
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
プ
ラ

ザ
「
ア
ス
モ
」
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ト

内
　
容

中
学
部
と
高
等
部
の
生

徒
に
よ
る
作
業
作
品
の
頒
布
や
展

示
・
実
演
　
長
養
太
鼓

問
い
合
わ
せ

県
立
長
生
養
護
学
校
（
宇
津
木
）

蕁
４
２
―
２
４
７
０

県
立
長
生
高
等
技
術
専
門
校

平
成
19
年
度
訓
練
生
募
集

住
宅
設
備
機
器
科
・
左
官
技
術

科
／
各
15
人
（
学
歴
年
齢
不
問
）

受
　
付

２
月
６
日
（
火
）

〜
28
日
（
水
）

13

＊
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
は
職
業

安
定
所
相
談
窓
口
へ

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

県
立
長
生
高
等
技
術
専
門
校

蕁
３
２
―
２
１
０
２

県
立
市
原
高
等
技
術
専
門
校

４
月
入
校
生
募
集

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
科

（
６
カ
月
コ
ー
ス
）

資
　
格

学
歴
は
問
い
ま
せ
ん

定
　
員

20
人

経
　
費

テ
キ
ス
ト
、
作
業
服
な
ど

各
自
負
担
、
授
業
料
な
ど
は
無
料

申
込
書
類

入
校
願
書
（
指
定
様
式
）

申
込
期
日

２
月
28
日
（
水
）

試
験
方
法

職
業
適
性
検
査
、
面
接

＊
雇
用
保
険
受
給
者
で
公
共
職
業

安
定
所
受
講
指
示
者
は
基
本
手
当

な
ど
支
給
／
雇
用
保
険
受
給
者
と

45
歳
以
上
は
公
共
職
業
安
定
所
へ

申
し
込
み

◆納め忘れのないようにお早めに。

◆口座振替をご利用の方は、預貯

金残高の確認をお願いします。

◆納税は口座振替が便利です。

納期限：２月28日貉

固定資産税（第4期）
国民健康保険税（第5期）
介護保険料（第4期）

２月の納税など

19. 1. 1 現在

人口 10,051（－21）

男 4,888（－10）

女 5,163（－11）

世帯 3,123（－ 8）

面積 65.38裄

（ ）内は前月比

町の状況

一人前の

大人として

の決意をす

べき場であ

る成人式。

久しぶりに再会する友人たち

と話したいのをじっと我慢し、

式典に臨むその姿。大人の自

覚が芽生えましたね。

この冬は比較的、暖かいと感じて
いるのは、私だけでしょうか。前年
の冬はインフルエンザが猛威を振る
い、とても寒くて、毎朝、車のガラ
スが凍っていたような…。雨の日の
翌日なんて、力いっぱい車のドアを
引っ張らないと凍っていて開かなか
った気がします。先日、冷たい風が
吹く中、野見金公園に行ってみると、
梅の花のつぼみが膨らみ、河津桜の
花が３つ咲いているのを見つけ、思
わずニッコリしてしまいました。も
うすぐ、春が来るのよ～♪（白鳥）

あとがき

貸したい人から借りたい人へ 空き家情報バンク 企画財政課（荒井、長谷）蕁46－2113
http://www.town.chonan.chiba.jp

表紙の写真

問
い
合
わ
せ
（
申
込
先
）

県
立
市
原
高
等
技
術
専
門
校

蕁
０
４
３
６
―
２
２
―
０
４
０
３

放
送
大
学
・
学
生
募
集

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
（
Ｕ
Ｈ
Ｆ
・
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
・
Ｃ

Ｓ
・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
・
Ｆ

Ｍ
）
を
通
じ
て
、
自
宅
で
学
習
で

き
る
通
信
制
の
大
学
で
す
。

教
養
学
部

全
科
履
修
生
（
大
学
卒
業
）

選
科
履
修
生
（
１
年
間
在
学
）

科
目
履
修
生
（
６
ヵ
月
在
学
）

大
学
院

修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
）

修
士
科
目
生
（
６
ヵ
月
在
学
）

申
込
期
日

２
月
15
日（
木
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
千
葉
学
習
セ
ン
タ
ー

蕁
０
４
３
―
２
９
８
―
４
３
６
７



発行／編集 長南町／企画財政課　蕁 0475-46-2113 〒297-0192 千葉県長生郡長南町長南2110
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日曜・休日当番医
診療時間　9時～17時

月　日 内　科　系 外　科　系

夜間急病診療所
診療科目／内科・小児科 診療時間／２０時～２３時まで
茂原市八千代１－５－４（消防署裏）蕁２４－１０１０
夜間急病診療テレフォン案内 蕁２４－１０１１（１９時～翌午前６時まで）

＊都合により、変更する場合があります。
消防本部通信指令課蕁24－0119へお問い合わせください。

日 Sun. 火 Tue. 水 Wed. 木 Thu. 金 Fri. 土 Sat.月 Mon.

立春 4 初午 5
・結婚相談
農村環境改善センター
9：00～11：30

建国記念の日 11 振替休日 12

18 雨水 19

25 26

4 5

・みんなで遊ぼう
長南保育所
9：30～11：30

6
・なかよしひろば
長南幼稚園
9：30～11：30

13
・交通事故巡回相談
保健センター
10：00～15：00

・1歳6カ月児・3歳児
健康診査

・みんなで遊ぼう
長南保育所
9：30～
11：30 20
・みんなで遊ぼう
長南保育所
9：30～11：30
・乳児相談
保健センター

27
・みんなで遊ぼう
長南保育所
9：30～11：30

啓蟄 6

北方領土の日 7
・高齢者教室
中央公民館
10：00～12：00
・麻しん・風しん
混合ワクチン

14

21
・BCG
・ポリオ

28

消防記念日 7

・行政・人権・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00
・マタニティークラス
保健センター
9：30～
16：00 1
・健康相談
熊野下集会所
13：30～14：30
市野々下ファミリーセンター
15：00～16：00

針供養 8
・人権・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00
・ヘルスアップ教室
保健センター
9：30～
11：30 15
・健康相談

東和コミュニティセンター
13：30～14：30
大下青年館
15：00～16：00

22
・行政・人権・心配ごと相談
中央公民館
10：00～15：00

全国火災予防運動
全国緑化運動 1
・ヘルスアップ教室
保健センター
9：30～11：30
・健康相談
蔵持青年館
13：30～14：30
棚毛青年館
15：00～16：00

国際女性デー 8

・子育て教室
中央公民館
10：00～12：00

2 節分 3

10
・「童話」読み聞かせ
つどいの会
中央公民館
15：00～16：00

17

24

ひな祭
耳の日 3

・無料法律相談（2/16）
予約開始
9：00～
蕁25-7830

9
・いきいき教室
保健センター
9：30～11：30

16
・ぴよぴよひろば
保健センター
10：00～12：00

皇太子誕生日 23

・無料法律相談（3/16）
予約開始
9：00～蕁25-7830
・いきいき教室
保健センター
9：30～11：30

2
3/

2月1日～3月10日

20－3777 34－2121２月４日

11日

12日

18日

25日

３月４日

にしざわ内科 長生病院

25－2203 20－1910三枝医院 武田メディカルクリニック

22－4885 25－1131金坂医院 山之内病院

34－3045 24－2171吉田医院 宍倉病院

27－7733 22－0111渡辺医院 高田整形外科医院

24－7752 25－1171長生内科神経内科医院 菅原病院

109

巡回バスは月～金曜日（祝日除く）運行

（ ）

（ ）

（ ）

全
国
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞

長
南
中
学
校
２
年
生
　
糸
井
佳
奈
さ
ん

野見金公園に河津桜が咲きはじめました。
２月中旬が見ごろです。（１月23日撮影）
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